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※　仕様及び外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

製造国：日本国　製造業者の名称・所在地　 京都府久世郡久御山町佐山新開地128番地〒613-0034

本製品の問い合わせは、お客様窓口又は下記支店・営業所までお寄せ下さい。

URL http://www.kyototool.co.jp/

お客様窓口（ものづくり／お客様センター）

ＴＥＬ／０７７４－４６－４１５９
ＦＡＸ／０７７４－４６－４３５９

Emai : support@kyototool.co.jp

支　店　TEL／東京　03（3752）2261／名古屋　052（882）6671／近畿　0774（46）3711

営業所　TEL／札幌　011（824）0765／仙　台　022（231）6322／金沢　076（291）4546

／広島　082（273）0202／四　国　087（885）8494／福岡　092（441）5637
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取扱説明書

ワイパーアームリムーバー  No.AP204

このたびはワイパーアームリムーバー（No.AP204）をお買上げいただき、誠にありがとうございます。

本製品をより安全・適切にお使いいただく為、この取扱説明書をお読み下さい。
取扱説明及び表示の注意事項や使用方法を十分にご理解いただいた上で正しくお使い下さい。
なお、この取扱説明書はお手元に大切に保管して下さい。

・各部の分解及び組付けの作業手順、新品部品の取扱いについては、

  各自動車メ－カ－の整備指示書等に基づき、正しく作業を行って下さい。

・本製品は、平坦で水平な場所で使用して下さい

・本製品に割れ、カケなどの異常が見られる場合には使用しないで下さい。

・安全のため保護めがねなどを着用して作業して下さい。

・ワイパーアーム取外し作業以外の用途には使用しないで下さい。

注意

注意

・適用対象物、仕様範囲外の部位では破損や作動不良の原因となりますので、使用しないで下さい。

・製品の取扱説明及び注意事項をお読みになり、十分理解した上でお使い下さい。

・本製品に化学薬品、海水、水分等を付着させないように使用して下さい。

・取扱説明書の手順に沿って行って下さい。取扱を誤りますと製品や車輌の破損や作動不良の原因となります。

・製品又は作業対象部位に亀裂、変形などの異常が認められる場合は使用しないで下さい。

・荷重を掛け過ぎると破損する可能性があります。仕様範囲内で使用して下さい。

・故障の原因となりますので衝撃を加える等の外圧を与える行為は行わないで下さい。

・故障の原因となりますので雨水等かからないように屋内で使用して下さい。

・分解、改造はしないで下さい。加熱、加工した場合には本来の性能を発揮することはできません。

使用上の注意

特       長

使 用 方 法

寸法及び名称

使用前に必ずお読み下さい。

作業前に必ずお読み下さい。

AP204
KYOTO TOOL
JAPAN
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センターボルト

本体

ノブ

フルコンタイプ・セミコンタイプ共に使用可能で軽い力で簡単に取外し作業が行えます。

＜フルコンタイプ＞

自動車のワイパーアーム取外し作業専用工具

＜セミコンタイプ＞
ワイパーアームピボット部が
ボンネットに隠れているタイプ

ワイパーアームピボット部が
見えるタイプ

①ワイパーアーム取付けナットの取外し。 ④ワイパーアームの取外し。

②ワイパーアームリムーバーをワイパーアームに
    セットする。

取付けナット

ワイパー
アーム

ピボットシャフト部

ピボットシャフト部

③本体を手で保持し、ワイパーアームリムーバーと
    ワイパーアームが平行になるようノブを回して
    調整します。

ワイパー
アーム

平行

ピボットシャフト部を起点として
ワイパーアームリムーバーを
引き起こして下さい。

軽いショックと共にワイパー
アームがピボットシャフト部から
外れます。

ワイパーアームが浮き上がったり、
傾いたりします。

ピボットシャフト部から外れたら、ワイパーアームを
取外して下さい。

本体

適用 以下の車輌には使用できません

取付けナットのカバーを外し、
取付けナットを外します。

ボンネットを開けて作業します。 片方のピボット部のみボンネットに
隠れている場合はボンネットを開けて
作業します。

トヨタ ： ハイラックスサーフ（KZN18＃系）

日産 ： テラノ（RR50系）

ホンダ ： シビック（EK4系：運転席側）

ダイハツ ： ミラ（L500S系）

※その他ピボットシャフト部からワイパーアーム

  リンク部までの距離が短い車種には使用できない

  場合があります。

ワイパーアームがピボットシャフト部から外れて
からもワイパーアームリムーバーを引き起こすと、
リムーバー本体が変形したり、ワイパーアームを
破損させる場合があります。


